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１
月
４
日
、
椎
葉
村
開
発
セ
ン
タ
ー

で
平
成
25
年
椎
葉
村
成
人
式
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
成
人
を
迎
え
た
の
は
、
平
成
４

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年
４
月
１
日

の
間
に
生
ま
れ
た
男
性
12
人
、
女
性
15

人
の
計
27
人
。
当
日
は
、
25
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
村
長
か
ら
代
表
者
に
成

人
証
書
が
授
与
さ
れ
た
ほ
か
、
椎
葉
村

選
挙
管
理
委
員
会
椎
葉
次
男
委
員
長
か

ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

「
わ
け
も
ん
の
主
張
東
臼
杵
支
会
大
会
」

に
出
場
し
た
、
椎
葉
優
太
さ
ん（
向
山

日
添
）が
、「
選
挙
と
政
治
を
身
近
に
感

じ
て
」
と
題
し
成
人
者
に
向
け
て
発
表

し
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、
橘
太
鼓
「
響
座
」
座
長

の
岩
切
邦
光
氏
に
よ
る
記
念
講
演
が
行

わ
れ
、「
出
会
い
」
を
大
切
に
こ
れ
か

ら
の
人
生
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
成
人
者
に
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

成
人
式
後
も
、
久
々
に
再
会
し
た

友
人
と
会
話
が
弾
ん
で
い
た
よ
う
で

し
た
。

　

成
人
し
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
た
と

い
う
こ
と
は
、
一
人
ひ
と
り
に
そ
れ
だ

け
の
責
任
が
与
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
れ
か
ら
の
皆
さ
ん
の
活
躍
を

村
民
み
ん
な
で
期
待
し
て
い
ま
す
。

▲成人証書授与
　甲斐飛翔さんと甲斐春佳さん

今回成人した皆さんが生まれた年には･･･

　○国家公務員の週休２日制がスタート
　○バルセロナオリンピック開幕
　○人気バンド「チェッカーズ」が解散
　○曙が外国人力士で初と
　　なる横綱に昇進
　○歌手 尾崎豊氏が死去

こんな出来事があった
んですよ！

 成 人 お め で と う!  成 人 お め で と う !
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 成 人 お め で と う!
▲▲特別講演講師

　　橘太鼓「響座」座長 岩切 邦光 氏

▲わけもんの主張発表
　昨年成人した先輩の椎葉優太さん

が発表しました。

▲

は
い
、
ポ
ー
ズ
?!

▲たくさんのカメラに囲まれます！ ▲久々の再会で大盛りあがり！

椎葉中卒業生 松尾中卒業生立派な大人になりました!
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１
月
６
日
、
椎
葉
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
「
平
成
25
年
消
防
出
初
式
」
が
挙

行
さ
れ
、
団
員
、
来
賓
、
各
部
の
応
援

者
な
ど
、
大
勢
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
本
年
度
新
入
団
員
に

団
長
か
ら
辞
令
が
交
付
さ
れ
、
代
表
の

第
11
部
椎
葉
翔
太
団
員
が
宣
誓
を
行
い

ま
し
た
。

　

開
会
式
後
、
各
部
の
一
般
操
練
、
４

隊
に
よ
る
一
斉
放
水
、
全
団
員
に
よ
る

分
列
行
進
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
一
般
操
練
で
優
勝
し
た
の
は

第
11
部
。
団
員
は
、
今
年
度
い
っ
ぱ
い

で
退
団
す
る
尾
前
亨
昭
部
長
に
最
高

の
贈
り
物
が
で
き
た
と
喜
ん
で
い
ま

し
た
。

　

現
在
の
消
防
団
員
数
は
３
３
１
人

（
内
再
入
団
員
１
１
０
人
）。
村
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
日
々
訓
練
を

重
ね
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
25
年 

始
動
！

団員数の推移
年 団員数（人）

平成３年 ４４２

平成６年 ４０３

平成９年 ３７１

平成12年 ３５８

平成16年 ３２４

平成20年 ２８８

平成24年 ３３１

※１月１日現在の団員数
※平成２２年度から再入団制度
を導入

▲点検長（村長）から点検を受ける
本部。整列が素晴らしいですね。

▲第７部・10部・11部・12部
の４隊による一斉放水が始まり
ます。隊員の緊張が伝わってき
ます。

▼今年も素晴らしい演奏を披露し
てくれたラッパ隊。
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優
勝　

第
11
部
（
尾　

前
）

２
位　

本　

部
（
上
椎
葉
）

３
位　

第
10
部
（
向　

山
）

一
般
操
練
審
査
結
果

▲優勝した第11部。おめでとうございます！

▲

点
検
長
に
敬
礼
す
る
尾
前
亨
昭
部
長

宮
崎
県
知
事
表
彰

（
第
１
部
）
那
須 

福
美

（
第
４
部
）
椎
葉　

 

誠

（
第
11
部
）
尾
前 

亨
昭

県
協
会
長
表
彰
功
績
章

○
幹
部
団
員

（
第
２
部
）
椎
葉 

龍
一

（
第
12
部
）
椎
葉　

 

実

○
一
般
団
員

（
本　

部
）
鈴
木 

康
弘

（
第
２
部
）
椎
葉　

 

修

（
第
３
部
）
黒
木 

治
実

（
第
５
部
）
椎
葉 　

眞

（
第
11
部
）
尾
前 
智
一

（
第
12
部
）
松
岡 　

博

県
協
会
長
特
別
表
彰

○
内
助
の
功

　

第
11
部
長 

尾
前
亨
昭　

　

ご
夫
人　

尾
前 

ケ
イ
子 

様

日
向
支
部
長
表
彰

（
本　

部
）
椎
葉 

智
成

（
第
１
部
）
那
須 

和
志

（
第
２
部
）
植
村 

克
彦

（
第
３
部
）
山
口 

和
明

（
第
４
部
）
尾
前 

保
博

（
第
５
部
）
甲
斐 

洋
敬

（
第
６
部
）
椎
葉 

博
志

（
第
７
部
）
椎
葉 

隆
博

（
第
10
部
）
甲
斐 

孝
規

（
第
11
部
）
尾
前 

充
秀

（
第
12
部
）
那
須 

力
男

村
長
表
彰

（
本　

部
）
東　

 

耕
司

（
第
１
部
）
那
須 

康
敏

（
第
２
部
）
山
中 

和
博

（　

〃　

）
山
中 

寿
充

（
第
３
部
）
松
岡 

謹
直

（
第
10
部
）
甲
斐 

喜
徳

（　

〃　

）
椎
葉 

龍
磨

（　

〃　

）
椎
葉 

辰
徳

（　

〃　

）
椎
葉 

祐
作

（
第
11
部
）
尾
前 

千
尋

村
長
特
別
表
彰

○
日
向
支
部
大
会
出
場

（
本　

部
）
椎
葉 

記
史

（　

〃　

）
田
上 

武
人

（　

〃　

）
甲
斐 

顕
正

（　

〃　

）
那
須 

雄
次

（
第
２
部
）
那
須 
福
円

（　

〃　

）
山
中 
宏
昭

（　

〃　

）
椎
葉 
圭
太

（　

〃　

）
山
中 

憲
太
郎

（
第
11
部
）
尾
前 

久
一
郎

（　

〃　

）
椎
葉 

誠
也

（　

〃　

）
尾
前 

孝
一
郎

（　

〃　

）
尾
前 

千
尋

消
防
団
長
表
彰

（
本　

部
）
甲
斐 

顕
正

（
第
１
部
）
那
須 

義
行

（　

〃　

）
那
須 

一
樹

（　

〃　

）
椎
葉 

孝
文

（
第
２
部
）
山
中 

宏
昭

（
第
３
部
）
山
口 

進
一

（　

〃　

）
甲
斐 

裕
崇

（
第
５
部
）
中
瀬 

広
樹

（
第
７
部
）
椎
葉 

義
喜

（
第
10
部
）
常　

 

洋
樹

（　

〃　

）
椎
葉 

公
之

（　

〃　

）
椎
葉 

真
丈

（　

〃　

）
椎
葉 

太
志

（
第
11
部
）
椎
葉 

誠
也

（
第
12
部
）
松
岡 

陽
平

　

各
種
表
彰
受
賞
者　
※
敬
称
略

（
第
１
部
）
那
須 

伸
也

（
第
５
部
）
中
瀬 

裕
樹

（
第
７
部
）
椎
葉 

大
翼

（
第
11
部
）
椎
葉 

翔
太

（
本　

部
）
椎
葉 

鉄
次

（
第
１
部
）
那
須 

福
美

（
第
２
部
）
椎
葉 

龍
一

（　

〃　

）
岡
村 

洋
二

（
第
３
部
）
黒
木 

治
実

（
第
５
部
）
右
田 

忠
仁

（
第
11
部
）
尾
前 

亨
昭

（　

〃　

）
尾
前 

義
弘

（
第
12
部
）
椎
葉 

裕
二

（　

〃　

）
椎
葉 

文
明

平
成
24
年
度
入
団
者

平
成
26
年
度
再
入
団
者

（
本　

部
）
椎
葉 

鉄
次

（
第
１
部
）
那
須 

福
美

（
第
２
部
）
椎
葉 

龍
一

（　

〃　

）
岡
村 

洋
二

（
第
３
部
）
黒
木 

治
実

（
第
４
部
）
椎
葉 　

誠

（
第
５
部
）
右
田 

忠
仁

（
第
11
部
）
尾
前 

亨
昭

（　

〃　

）
尾
前 

義
弘

（
第
12
部
）
椎
葉 

裕
二

（　

〃　

）
椎
葉 

文
明

平
成
25
年
４
月
１
日
付

退
団
者

▲平成24年度新入団員
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健
康
だ
よ
り
№184

　

椎
葉
村
内
で
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
人
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

爆
発
的
な
流
行
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
村
民
み
ん
な
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

も
っ
と
よ
く
知
り
ま
し
ょ
う
！

＊
感
染
経
路（
飛
沫
感
染
、
接
触
感
染
）

を
断
ち
ま
し
ょ
う
！

◎
飛
沫
感
染（
ウ
イ
ル
ス
を
吸
い
込
む
）

　

感
染
者
の
会
話
や
せ
き
、
く
し
ゃ
み

な
ど
か
ら
放
出
さ
れ
た
し
ぶ
き（
飛

沫
）に
含
ま
れ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
を
吸
い
込
む
こ
と
で
感
染

し
ま
す
。
こ
の
距
離
は
１
〜
２
メ
ー

ト
ル
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

◎
接
触
感
染（
ウ
イ
ル
ス
に
触
れ
て
取

り
込
む
）

　

ウ
イ
ル
ス
を
含
ん
だ
飛
沫
は
、
ド
ア

ノ
ブ
な
ど
様
々
な
も
の
に
付
着
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
ら
に
触
れ
た
手
で
目

や
鼻
、
口
に
触
れ
る
こ
と
で
体
内
に

侵
入
し
、
感
染
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。 知

っ
て
防
ご
う
！ 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
…

《
か
か
ら
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
》

◦
流
行
期
に
は
、
で
き
る
だ
け
人
混

み
に
近
づ
か
な
い
。

◦
人
混
み
に
出
る
時
は
マ
ス
ク
を
す
る
。

◦
外
出
か
ら
帰
宅
し
た
ら
、
手
洗
い
・

う
が
い
の
徹
底
を
心
が
け
る
。
ア

ル
コ
ー
ル
入
り
の
消
毒
液
も
有
効
。

◦
ふ
だ
ん
か
ら
栄
養
と
睡
眠
を
十
分

に
と
り
、
抵
抗
力
を
高
め
て
お
く

こ
と
も
効
果
的
。

◦
毎
年
、
予
防
接
種
を
受
け
る
。

◎
症
状
が
重
く
な
り
や
す
い
人

（
ハ
イ
リ
ス
ク
グ
ル
ー
プ
）

・
子
ど
も

・
高
齢
者

・
妊
婦

・
慢
性
疾
患
を
持
っ
て
い
る
人

ぜ
ん
息
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢
性

閉
塞
性
肺
疾
患
）、
心
臓
病
、

糖
尿
病
な
ど

《
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
ポ
イ
ン
ト
》

◦
せ
き
・
く
し
ゃ
み
の
際
は
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
な
ど
で
口
と
鼻
を
押
さ
え
、

他
の
人
か
ら
顔
を
そ
む
け
る（
で
き

れ
ば
２
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
る
）。

◦
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
が
な
い
場
合
は
、

袖
口
で
口
を
押
さ
え
、
ウ
イ
ル
ス

が
飛
び
散
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
。

押
さ
え
た
手
は
よ
く
洗
う
。

◦
熱
や
せ
き
、
く
し
ゃ
み
な
ど
の
症

状
が
あ
る
人
は
、
マ
ス
ク
を
つ
け

る
。

◦
鼻
水
・
た
ん
な
ど
を
含
ん
だ
テ
ィ
ッ

シ
ュ
は
、
で
き
れ
ば
フ
タ
付
き
の

ゴ
ミ
箱
に
捨
て
る
。

＊
で
き
る
だ
け
早
め
に
医
療
機
関
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
！

　

受
診
す
る
際
は
、
必
ず
医
療
機
関

に
電
話
を
し
、
受
診
の
方
法
等
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
か
か
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

人
の
た
め
に
、
ふ
だ
ん
の
外
来
と
は

別
の
「
発
熱
外
来
」
と
い
う
専
門
の

外
来
を
設
け
て
い
る
病
院
も
あ
り

ま
す
。

○
椎
葉
村
国
民
健
康
保
険
病
院

　

☎
０
９
８
２（
67
）２
０
０
８

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
０
１

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

福
祉
保
健
課

　

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
９
８
２（
68
）７
５
１
０

　

無
料
☎
７（
68
）７
５
１
０

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

  

「
か
か
っ
た
か
な
？
」
と

　
　
　
　
　

  

思
っ
た
ら
…

Public Relations of  SHIIBA �2013（H25）２月号

せ
き
や
く
し
ゃ
み
に
は
、
た

く
さ
ん
の
ウ
イ
ル
ス
や
菌
が

含
ま
れ
て
い
る
ん
だ
よ
。
か

ぜ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
他

の
人
に
う
つ
さ
な
い
よ
う

に
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て

く
れ
る
と
う
れ
し
い
な
！



大豆とトマトのスープ

★作り方
① 玉ねぎ、ニンジンは薄切りにする。
　 トマトは湯むきしてサイコロに切る。
　 ベーコンは千切りにする。
② 熱した鍋にオリーブオイルを入れ、ベー

コン、ニンニク、玉ねぎを炒める。
　 水を加え沸騰したら大豆を加える。
③ ニンジンとトマトを加え、さらに煮る。
④ コンソメとこしょうで味をととのえる。

エネルギー
　　　178kcal
タンパク質
　　　11.8g
脂質　8.8g
塩分　1.8g

　大豆は、植物の中で唯一肉に匹敵するだけのタンパク質を含有する
特徴から、近年の世界的な健康志向の中で「ミラクルフード」として脚
光を浴びているよ。日本・ドイツでは「畑の肉」、アメリカ合衆国では

「大地の黄金」とも呼ばれているんだ。
　日本料理やその調味料の原材料として中心的役割を果たしていますね。

★材料（４人分）
玉ねぎ･･･････････100g（1/2個）
ニンジン･････････100g（1/2本）
ボイル大豆･･･････250g
ベーコン･････････25g
トマト･･･････････100g
ニンニク･････････１と1/2片
オリーブオイル･･･小さじ1/2
水･･･････････････800cc
コンソメ･････････３個
こしょう･････････少々

学習成果発表メニューから

新
し
い
食
生
活
改
善
推
進
員
さ
ん
が
誕
生
！

〜
食
改
不
在
地
区
ゼ
ロ
に
〜

　

12
月
12
日
、
す
こ
や
か
館
で
平
成
24

年
度
の
食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座

の
修
了
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
、
７
月
か
ら
月
１
回
、
６
ヶ
月
間
に

わ
た
っ
て
食
生
活
の
改
善
に
必
要
な
知

識
や
技
術
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。
最
終

日
に
は
、
学
習
成
果
メ
ニ
ュ
ー
の
発
表

と
試
食
の
あ
と
受
講
者
に
修
了
証
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
養
成
講
座
を
終
え
た
、
那
須

ヨ
シ
子
さ
ん（
内
ノ
八
重
）、
那
須
希
美

香
さ
ん（
胡
麻
山
）、
黒
木
グ
レ
タ
さ
ん

（
吐
野
々
）の
３
人
は
、
来
年
度
か
ら
健

康
づ
く
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活

動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

来
年
度
の
食
改
推
進
員
は
22
名
と
な

り
、
不
在
と
な
っ
て
い
た
仲
塔
、
栂
尾

地
区
も
食
改
さ
ん
が
誕
生
し
、
不
在
地

区
を
な
く
す
と
い
う
健
康
し
い
ば
21

の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

▲新しい食改さん
　左から那須希美香さん、
　那須ヨシ子さん、
　黒木グレタさん
　よろしくお願いします！

▲学習成果メニューを調理中！
　黒木グレタさん

▼修了証授与式
　那須ヨシ子さん
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村のできごと

椎葉
晃充
村長の

１月の
動き

４
日　

仕
事
始
式

　
　
　

成
人
式

６
日　

消
防
出
初
式

８
日　

庁
議

　
　
　

入
札

　
　
　

県
機
関
へ
の
新
春
挨
拶

　
　
　
　
（
宮
崎
市
・
〜
９
日
）

９
日　

県
町
村
会
理
事
会

10
日　

賀
詞
交
歓
会

11
日　

臨
時
議
会

　
　
　

長
寿
祝
い（
松
尾
）

13
日　

第
３
回
市
町
村
対
抗
駅
伝

　
　
　
　

競
走
大
会（
宮
崎
市
・
〜
14
日
）

15
日　

平
成
25
年
度
当
初
予
算
査
定

　
　
　
　
（
〜
17
日
）

17
日　

自
立
町
村
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　
　

第
３
回
全
体
会（
高
原
町
）

18
日　

県
政
策
懇
談
会（
宮
崎
市
）

19
日　

県
公
民
館
大
会（
日
向
市
）

21
日　

平
成
25
年
度
当
初
予
算
査
定

22
日　

長
寿
祝
い（
松
尾
）

　
　
　

広
域
連
合
正
副
連
合
長
会
議

　
　
　
　
（
日
向
市
）

23
日　

全
国
町
村
会
農
林
委
員
会

　
　
　
　
（
東
京
都
）

24
日　

全
国
自
治
協
会
評
議
員
会

　
　
　

全
国
自
治
協
会
・
全
国
町
村

　
　
　
　

職
員
生
活
協
同
組
合
理
事
会

　
　
　

全
国
町
村
会
長
会

　
　
　

東
北
被
災
地
見
舞
激
励

　
　
　

大
九
州
展
椎
葉
特
別
展（
宮
城
県
）

28
日　

平
成
25
年
度
当
初
予
算
査
定

　
　
　
　
（
〜
29
日
）

　
　
　

人
権
擁
護
委
員
感
謝
状
贈
呈
式

30
日　

入
札

荒竹トシ子氏に感謝状贈呈
　

１
月
28
日
、
村
長
室
で
人
権
擁
護

委
員
を
退
任
さ
れ
た
荒
竹
ト
シ
子
氏

（
松
木
）に
法
務
大
臣
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、
平
成
22
年
１
月
１
日
に

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
を
受
け
、
１

期
３
年
に
わ
た
り
本
村
の
人
権
擁
護

活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
後
任
の
人
権
擁
護
委
員
と

し
て
、
平
成
25
年
１
月
１
日
か
ら
、

那
須
邦
子
氏

（
古
枝
尾
下
）

が
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
を

受
け
ま
し
た
。

祝103歳　椎葉 玉枝 さん
祝104歳　那須 チョウ さん
祝102歳　荒竹 イワ さん

　

今
回
、
椎
葉
村
は
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

３
，２
８
５
日
を
達
成
し
、
１
月
18
日
に

村
長
室
で
県
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
村
民
み
ん
な
で
、
交
通

ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
守
っ
て
、
記
録
を
伸

ば
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

交通事故死ゼロ
更新中!

▲
後
任
の
那
須
邦
子
氏

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

椎
葉
玉
枝
さ
ん（
中
ノ
八
重
）が
12
月
10
日
に
１
０
３
歳
、
那
須
チ
ョ
ウ
さ
ん（
畑
鳥
ノ
巣
）が
１
月
11
日
に
１
０
４
歳
、

荒
竹
イ
ワ
さ
ん（
岩
屋
戸
中
）が
１
月
22
日
に
１
０
２
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
村
長
か
ら
記
念
品
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
長
生
き
さ
れ
て
く
だ
さ
い
ね
。

▲荒竹イワさん（撮影：1月22日）

▲那須チョウさん（撮影：1月11日）

▲椎葉玉枝さん（撮影：12月10日）
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カメラ さんぽ

　

１
月
27
日
、
村
青
年
団
主
催
の
と
び
が
ち

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
雪
が

舞
う
な
ど
非
常
に
寒
い
１
日
と
な
り
ま
し
た

が
、
参
加
し
た
76
人
全
員
が
元
気
に
椎
葉
街

道
を
走
り
抜
け
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。　

【
各
部
門
の
優
勝
者
】

○
一
般
の
部（
５
㎞
）

　
　

右
田 

悠
晶 

さ
ん（
椎
葉
中
３
年
）

○
低
学
年
の
部（
１
㎞
）

　
　

伊
集
院 

倫
太
郎 

く
ん（
椎
葉
小
３
年
）

○
高
学
年
の
部（
２
㎞
）

　
　

清
田 

大
夢 

く
ん（
椎
葉
小
６
年
）

○
駅
伝
の
部

　
　

松
尾
中
学
校
陸
上
部

と
び
が
ち
大
会
で

　
　
　
　

初
走
り
!!

第
３
回　
宮
崎
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

宮
崎
市
・
１
月
13
日（
開
会
式
）
14
日（
大
会
）

　

チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
挑
ん
だ
市
町
村
対
抗

駅
伝
競
走
大
会
。
今
年
は
、
昨
年
の
順
位
を

落
と
す
こ
と
な
く
13
位
で
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を

切
り
ま
し
た
。

　

第
８
区
を
走
っ
た
黒
木
彩
菜
さ
ん（
大
河

内
小
５
年
）は
区
間
４
位
の
力
走
。
来
年
は

区
間
賞
を
目
指
し
ま
す
と
力
強
く
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
椎
葉
村
は
地
道
な
努
力
が
評
価
さ

れ
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
選
手
、
役
員

の
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

【
町
村
の
部 

順
位
】

　

優
勝　

三
股
町
Ａ

　

２
位　

高
原
町

　

３
位　

美
郷
町

　

13
位　

椎
葉
村

すこやか祝金贈呈式
　

12
月
27
日
、
椎
葉
隼は
や
と翔
く
ん（
不
土
野
上
）

の
出
生
を
祝
い
、
村
長
よ
り
す
こ
や
か
祝
い

金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

す
こ
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
い
ま
す
。

飛躍の年に！
　

１
月
10
日
、
椎
葉
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
椎

葉
村
商
工
会
が
主
催
す
る
賀
詞
交
歓
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
今
年
１
年
が
飛
躍
の
年
と
な

る
こ
と
を
願
い
鏡
開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲黒木誠志さんと彩菜さんが親子で選手宣誓
　（写真提供：宮崎日日新聞社）

▲選手団で記念撮影（写真提供：那須真紀さん）

区 距離 選 手 名 タイム（区間順位）
第１区 1.8㎞ 甲斐 晃太 6'28"（11）
第２区 2.2㎞ 椎葉 豊 8'20"（10）
第３区 5㎞ 黒木 脩斗 17'55"（15）
第４区 2.6㎞ 中村 義市 9'00"（　9）
第５区 2.7㎞ 那須 悠斗 9'40"（16）
第６区 4.8㎞ 荒竹 寛幸 18'37"（17）
第７区 3.4㎞ 右田 悠晶 12'08"（12）
第８区 1.1㎞ 黒木 彩菜 3'50"（　4）
第９区 1.5㎞ 濵砂 尚史 5'51"（16）
第10区 7.4㎞ 椎葉 湧一朗 27'06"（14）
第11区 1㎞ 榎園 美奈子 3'39"（13）
第12区 5.7㎞ 中村 俊貴 19'44"（　9）

○個人成績
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７　職員手当の状況
区　　分 椎　　　葉　　　村 国

期末勤勉手当

期末手当 勤勉手当 計

本村と同じ

　６月期 １. ２２５月 ０. ６７５月 　１. ９月
１２月期 １. ３７５月 ０. ６７５月 ２. ０５月

扶 養 手 当
・配偶者　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３,０００円
・扶養親族　　　　　　　　　　　　　１人につき６,５００円
（配偶者がいない場合　１人のみ　１１,０００円）

住 居 手 当 借家借間で家賃を支払っている職員　　　　最高２７,０００円

通 勤 手 当 片道の通勤距離が２kｍ以上の職員
通勤距離に応じて３,４００円〜１９,５００円 本村と異なる

時間外勤務手当
平成23年度 支給総額 8,944千円 職員１人当たり支給年額 69,878円
平成22年度 支給総額 9,955千円 職員１人当たり支給年額 77,777円

特殊勤務手当
（対全職員）

主な手当の名称 手当種類 支給対象職員の割合
（対全職員）

支給対象職員の
平均支給月額

医師、看護師、村税事務等に
従事する手当 9 19.70% ６８千円

８　部門別職員数の状況（全会計、除く特別職）
年　度部　局 区　分 H24.4.1 H23.4.1

村長部局

総　務　課
グループ数 2 2
職員数 11 11

地域振興課
グループ数 2 2
職員数 7 7

税務住民課
グループ数 3 3
職員数 10 9

福祉保健課
グループ数 3 3
職員数 24 23

農林振興課
グループ数 3 3
職員数 13 12

建　設　課
グループ数 2 2
職員数 8 9

出　納　室
グループ数 1 1
職員数 2 2

村 立 病 院
グループ数 2 2
職員数 28 28

教 育 委 員 会
グループ数 2 2
職員数 21 24

議 会 事 務 局
グループ数 1 1
職員数 2 2

農 業 委 員 会
グループ数 1 1
職員数 1 1

選挙管理委員会
グループ数
職員数 兼　1 兼　1

監査委員事務局
グループ数
職員数 兼　1 兼　1

合　　　　　 計
グループ数 22 22
職員数 127 128

※職員の条例定数は１５０人です。

９　特別職の報酬等の状況

区　　　分 給料月額等

給　　料

村　長 ７１７,０００円

副村長 ５７９,０００円

教育長 ５４９,０００円

報　　酬

議　長 ２９３,０００円

副議長 ２２０,０００円

議　員 ２０３,０００円

期末手当

村　長
副村長
議　長
副議長
議　員

　６月期　　１.４月分

１２月期　１.５５月分

　　計　　２.９５月分

（加算措置あり）

（注）特別職には勤勉手当は支給されません。

（単位：人）
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椎葉村職員の給与などを公表します
※椎葉村職員の給与などの状況を知っていただくため、平成２４年４月１日現在における概要を公表します。
　（ただし、一般会計の職員給与について掲載したもので、特別会計の職員の給与は含まれておりません）

１　人件費の状況（普通会計決算）

年　　度 住民基本台帳人口
（４月１日現在）

歳出額
（Ａ）千円

実質収支
千円

人件費
（Ｂ）千円

人件費率
（Ｂ）／（Ａ）

（参考）
22年度の人件費率

２３年度決算 3,164人 5,840,078 285,836 826,319 14.15% 12.83%
（注）一般会計における当初予算の歳出額・人件費には、一般職員や非常勤の特別職・常勤の特別職などに支給される
　　　報酬・共済費・各種手当なども含まれています。

２　一般職員の給与費の状況（一般会計）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区　　分
職員数Ａ

（４月１日現在）

給　　　　　与　　　　　費 一人あたり
給与費Ｂ／Ａ給料総額 職員手当 期末勤勉手当 総　計Ｂ

２４年度当初予算 90人 316,796 45,082 110,917 472,795 5,253
（注）職員手当には退職手当を含まない。給与費は当初予算に計上された額である。

３　職員の平均給料月額および平均年齢の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

区　　分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

椎　葉　村 281,300 38.8 318,200 47.6

４　職員の初任給の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

区　　　　　　　　　分 椎葉村の初任給 国の初任給

一般行政職

大　学　卒 161,600

本村と同じ短　大　卒 149,800

高　校　卒 140,100

５　職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

区　　　　　分
経　　　　験　　　　年　　　　数

１０年以上１５年未満 １５年以上２０年未満 ２５年以上３０年未満

一般行政職
大　　学　　卒 258,200 310,100 376,100

高　　校　　卒 236,400 260,500 339,100

技能労務職 高　　校　　卒 238,600 252,200 334,700

６　一般会計における一般職員の級別職員数の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 合　計

標準的な
職務内容

主事補
技師補

主　事
技　師

主任主事
主任技師

副主幹
主　査 主　幹 課　長 課　長

職員数 2 7 10 46 17 7 1 90
（注）標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する職名です。
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地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

デ
ー
タ
放
送
で「
自
治
体
情
報
」配
信
中
で
す
！

　

皆
さ
ん
は
、
デ
ー
タ
放
送
を
ご
覧
に

な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

　

デ
ー
タ
放
送
で
は
、
放
送
中
の
番
組

の
情
報
や
県
内
で
起
こ
っ
た
ニ
ュ
ー

ス
、天
気
予
報
な
ど
を
掲
載
し
て
お
り
、

現
在
、
Ｍ
Ｒ
Ｔ
宮
崎
放
送
で
は
３
月
末

ま
で
の
運
用
試
験
と
し
て
、
各
市
町
村

の
防
災
関
連
情
報
や
生
活
情
報
、
お
知

ら
せ
等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

本
村
で
は
、
か
て
〜
り
ネ
ッ
ト
11

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

を
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
デ
ー
タ

放
送
は
、
宮
崎
県
内
の
ど
の
市
町
村
で

も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
見

た
い
情
報
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
非
常
に
便
利
で
す
。
携
帯
向
け
ワ

ン
セ
グ
で
も
配
信
し
て
い
ま
す
。

　

操
作
は
と
て
も
簡
単
で
す
。
ご
自
宅

で
お
使
い
の
テ
レ
ビ
リ
モ
コ
ン
に
あ
る

「
ｄ
ボ
タ
ン
」
を
押
し
て
、
自
治
体
情

報
を
選
ぶ
だ
け
で
す
。

  

使
い
方
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
人

も
、下
の
操
作
説
明
を
見
な
が
ら
、チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
使
い
方
を

お
ぼ
え
る
と
と
て
も
便
利
で
す
よ
。

Public Relations of  SHIIBA 1�2013（H25）２月号

　

ま
ず
、
視
聴
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

⑥「
Ｍ
Ｒ
Ｔ
宮
崎
放
送
」
に
切
り

替
え
て
ね
。

　

切
り
替
え
た
ら
、
テ
レ
ビ
リ
モ

コ
ン
の
「
ｄ
ボ
タ
ン
」
を
押
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
「
ｄ
ボ
タ
ン
」
は
左
の
写
真
を

参
考
に
し
て
ね
。

※
テ
レ
ビ
の
製
造
メ
ー
カ
ー
に

よ
っ
て
、
ボ
タ
ン
位
置
が
違
い

ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「ｄボタン」を
押すと ･･･

テレビの画面が下のように切り替わります。

椎葉村の情報が掲載されている画面です。

○左の画面では、県内のニュースや天気
予報などを見ることができます。

リモコンの

で「自治体情報」を選択して、
決定ボタンを押します。

○左の画面で椎葉村が発信している情報
を見ることができます。

リモコンの

で見たい情報を選択して、
決定ボタンを押します。



▽
お
知
ら
せ

税
の
納
期
（
２
月
分
）

　

納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

〔
固
定
資
産
税
〕（
４
期
）

〔
国
民
健
康
保
険
税
〕（
９
期
）

■
納
期
限　
　
　

２
月
28
日（
木
）

■
口
座
振
替
日　

２
月
26
日（
火
）

　

税
金
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
督
促
状
の
発
行

や
滞
納
整
理
の
事
務
な
ど
で
、
必
要
以
上

の
経
費（
税
金
）が
か
か
り
ま
す
。
税
金
は

期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

滞
納
は
許
さ
な
い
！

村
税
・
料
金
を
滞
納
す
る
と

　

あ
な
た
の
大
き
な
負
担
に
！

　

滞
納
す
る
と
、財
産
調
査
を
さ
れ
た
り
、

財
産
差
押
等
の
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と

様
々
な
課
題
解
決
に
向
け
て
、
山
地
か
ら

海
岸
ま
で
流
域
全
体
を
対
象
に
し
た
「
耳

川
水
系
総
合
土
砂
管
理
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。
み
ん
な
で
耳
川
の
こ
と
を
考
え

ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
日
時

　

平
成
25
年
２
月
24
日（
日
）

　

午
後
１
時
〜
４
時

　

※
流
域
物
産
展
は
午
前
11
時
〜

■
会
場

　

諸
塚
村
中
央
公
民
館

■
内
容

　

事
例
発
表

　

基
調
講
演（
畠
山 

信 

氏
）

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

■
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

宮
崎
県
県
土
整
備
部
河
川
課
内

　

耳
川
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

　

☎
０
９
８
５（
26
）７
１
８
６

「
奇
跡
の
一
本
松
」　　
　
　

保
存
事
業
に
ご
協
力
を　
　

お
願
い
い
た
し
ま
す

　

東
日
本
大
震
災
の
大
津
波
に
耐
え
た
高

田
松
原
の
一
本
松
は
、
震
災
直
後
か
ら
復

興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
市
民
の
み
な
ら

ず
、
全
世
界
の
人
々
か
ら
親
し
ま
れ
て
き

ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
昨
年
５
月
に
枯

死
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
後

が
あ
り
ま
す
。

　

遅
れ
れ
ば
遅
れ
る
ほ
ど
、
滞
納
さ
れ
た

人
の
負
担
は
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

納
付
書
が
届
い
た
ら
納
期
内
に
、督
促
状

が
届
い
た
ら
す
ぐ
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

税
務
住
民
課 

税
務
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
５

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
５
１

広
報
し
い
ば
を
お
届
け　
　

し
ま
す
！

　
「
広
報
し
い
ば
」
は
村
内
の
各
家
庭
に

無
料
で
お
配
り
し
て
い
る
ほ
か
、
希
望
者

に
は
村
外
へ
の
発
送
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

村
外
の
ご
親
戚
や
お
知
り
合
い
に
「
広

報
し
い
ば
」
を
送
り
た
い
人
は
、
ぜ
ひ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

※
村
外
へ
の
お
届
け
に
は
、
送
付
協
力
金

１
，０
０
０
円（
年
額
）の
ご
負
担
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

椎
葉
村
役
場 

総
務
課 

行
政
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
９
８
２（
67
）３
２
０
１

耳
川
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　
　

　
　
　
　
　
　
　

in
諸
塚

耳
川
を
良
い
川
に
す
る

〜
森
林
と
ダ
ム
と
川
と
海
の
つ
な
が
り
〜

　

私
た
ち
は
、
耳
川
の
土
砂
に
起
因
す
る

も
復
興
の
象
徴
と
し
て
後
世
に
受
け
継
ぐ

た
め
に
、
現
在
の
一
本
松
に
人
工
的
な
処

理
を
加
え
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
整
備

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
多
額
の
資
金
を

要
し
、
被
災
地
の
課
題
が
山
積
み
の
今
、

一
本
松
の
保
存
に
多
額
の
予
算
を
投
じ
る

事
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
今
回
「
奇
跡

の
一
本
松
保
存
募
金
」
と
称
し
て
、
全
世

界
へ
募
金
協
力
を
お
願
い
し
、
一
本
松
の

保
存
お
よ
び
周
辺
の
整
備
に
充
て
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
募
金
方
法

　

①
口
座
振
込

　
　
【
岩
手
銀
行
】

　
　
　

口
座
：
岩
手
銀
行 

高
田
支
店

　
　
　
　
　
　

普
通 

２
０
５
１
８
３
６

　
　
　

名
義
：
奇
跡
の
一
本
松
保
存
募
金

　
　
　
　
　
　

代
表 

陸
前
高
田
市
長 

　
　
　
　
　
　

戸
羽
太

　
　
【
ゆ
う
ち
ょ
】

口
座
記
号
番
号
：
０
２
２
９
０

−

９

−

１
２
７
０
１
３

　
　
　

名
義
：
奇
跡
の
一
本
松
保
存
募
金

　

②
現
金

　
　
【
現
金
書
留
】

　

送
付
金
額
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
記
載
し
た
文
書
を
同
封

く
だ
さ
い
。
後
日
、
受
領
書
を
送

付
い
た
し
ま
す
。

　

②
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済

村 花『シャクナゲ』
村 木『サンショウ』
村 鳥『ヤマドリ』

村内のうごき  ●１月１日現在
　男　　1,482人（＋1）
　女　　1,497人（−1）
　計　　2,979人（±0）
世帯数　1,206戸（＋4）

お知らせ
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▽
相　

談

お
気
軽
に
「
行
政
相
談
」
へ

　

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
か
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
、
相
談
内
容
な
ど
の
秘
密

は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
期
日　

２
月
12
日
・
３
月
12
日

　
　
　
　

毎
月
第
２
火
曜
日

■
時
間　

午
前
９
時
か
ら
12
時

■
場
所　

高
齢
者
セ
ン
タ
ー（
上
椎
葉
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

総
務
課 

行
政
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
１

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
２
１

▽
募　

集

職
業
訓
練
生（
離
職
者
対
象
）

募
集
！

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
延
岡
で
は
、
次
の

と
お
り
職
業
訓
練
受
講
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
技
能
・
技
術
を
身
に
つ
け
、
再
就

職
に
向
け
て
頑
張
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

こ
れ
ま
で
と
違
う
自
分
を
見
つ
け
る
チ
ャ

ン
ス
で
す
。ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
訓
練
期
間

　

①
平
成
25
年
４
月
３
日
〜
９
月
30
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
ヶ
月
間
）

　

②
平
成
25
年
４
月
９
日
〜
10
月
28
日

　
　
（
橋
渡
し
訓
練
＋
６
ヶ
月
間
）

■
訓
練
科

　

①
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

18
人

　
　

金
属
加
工
科　
　
　
　
　
　
　

18
人

　
　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科　
　

33
人

　
　

電
気
設
備
科　
　
　
　
　
　
　

15
人

　
　

ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク
科　
　
　
　

18
人

　

②
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科

　
　
（
も
の
づ
く
り
コ
ー
ス
）　　
　

15
人

■
募
集
期
間

　

①
平
成
25
年
１
月
11
日
〜
２
月
28
日

　

②
平
成
25
年
１
月
11
日
〜
３
月
８
日

■
入
所
資
格　

求
職
中
の
人

　

た
だ
し
、②
は
40
歳
未
満
の
若
年
者
対
象

■
受
講
料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
等
は
必
要
）

■
特
典

・
雇
用
保
険
受
給
者
は
諸
手
当
を
受
給

し
な
が
ら
訓
練
が
受
講
で
き
ま
す
。

・
雇
用
保
険
受
給
者
以
外
の
人
も
一
定

の
条
件
を
満
た
せ
ば
職
業
訓
練
受
講

給
付
金
を
受
給
し
な
が
ら
受
講
で
き

ま
す
。

　

詳
し
く
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先　

最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

※
２
月
19
日
〜
20
日
の
施
設
見
学
会
に

も
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
延
岡

　

☎
０
９
８
２（
37
）０
６
７
５

　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
「
が
ん
ば
っ
ぺ

し
陸
前
高
田
」
で
検
索
し
、
奇
跡
の

一
本
松
保
存
募
金
の
ペ
ー
ジ
に
て
詳

細
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

w
w

w
.facebook.com

/R
ikuzen

takataC
ity

■
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
０
２
９

−

２
２
９
２

　

陸
前
高
田
市
高
田
町
字
鳴
石
42

−

５

　

☎
０
１
９
２（
54
）２
１
１
１

確
定
申
告
は　
　
　
　
　
　

　

正
し
く
お
早
め
に
！

　

確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。
平
成
24
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

期
間
は
、
平
成
25
年
２
月
18
日（
月
）か
ら

３
月
15
日（
金
）ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

所
得
税
は
、
納
税
者
自
身
が
所
得
金
額

や
税
額
を
正
し
く
計
算
し
て
納
税
す
る
申

告
納
税
制
度
を
採
っ
て
い
ま
す
の
で
、
申

告
と
納
税
は
、
期
限
内
に
お
済
ま
せ
く
だ

さ
い
。
確
定
申
告
書
の
提
出
は
、
郵
送
等

で
も
で
き
ま
す
。

　

申
告
期
限
が
間
近
に
な
り
ま
す
と
、
申

告
会
場
は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
か
か
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
告

を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
、「
確

定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
簡
単
に
申

告
書
等
の
作
成
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

期
限
内
納
付
と
振
替
期
日

　

平
成
24
年
分
確
定
申
告
の
納
付
期
限
は

次
の
と
お
り
で
す
。

■
申
告
所
得
税
の
納
付
期
限

　

平
成
25
年
３
月
15
日（
金
）

■
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税（
個
人
事

業
者
）の
納
付
期
限

　

平
成
25
年
４
月
１
日（
月
）

　

納
税
は
、
お
近
く
の
銀
行（
日
本
銀

行
歳
入
代
理
店
）な
ど
の
金
融
機
関（
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
を
含
む
）、
納
税
地
を
管
轄

す
る
税
務
署
の
窓
口
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
申
告
所
得
税
と
消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税（
個
人
事
業
者
）の
納
税
は
、

金
融
機
関
の
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
的
に

振
り
替
え
る
「
振
替
納
税
」
が
大
変
便
利

で
す
。

　

ま
だ
利
用
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

振
替
納
税
の
振
替
日
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

■
申
告
所
得
税
の
振
替
日

　

平
成
25
年
４
月
22
日（
月
）

■
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税（
個
人
事

業
者
）の
振
替
日

　

平
成
25
年
４
月
24
日（
水
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

延
岡
税
務
署

　

☎
０
９
８
２（
32
）３
３
０
１
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長
い
間
の
念
願
が
か
な
っ
て
、
上
椎
葉
の
夜
神
楽
を
見
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
神
様
を
お
迎
え
し
て
一
夜
を
、
神
様
と
人
が
一
体
と
な
っ
て
楽
し
ん
で

お
ら
れ
る
姿
に
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
神
楽
宿
で
は
村
の
方
と
隔
て
な

く
迎
え
て
頂
い
た
ご
親
切
に
感
激
し
ま
し
た
。
案
内
所
で
立
派
な
広
報
を
頂
き
、

平
家
ま
つ
り
の
盛
況
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

若
林 

憲
秀 

様
（
滋
賀
県
）

○
滋
賀
県
か
ら
椎
葉
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
ん
で
す
ね
。椎
葉
に
は
上
椎
葉
神
楽
の
ほ

か
に
も
た
く
さ
ん
の
神
楽
が
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
地
区
に
よ
っ
て
神
楽
の
舞

い
や
太
鼓
、笛
も
違
い
ま
す
よ
。ぜ
ひ
、ま
た
椎
葉
に
お
越
し
く
だ
さ
い
ね
。（
梅
吉
）

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
良
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
。

毎
年
々
、
毎
月
の
広
報
し
い
ば
の
ご
送
付
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
に
と

り
ま
し
て
は
、
こ
の
う
え
な
い
故
郷
の
便
り
で
あ
り
ま
し
て
、
と
て
も
楽
し
み
に

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
も
皆
様
に
は
一
層
よ
い
お
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
念
じ
上
げ
ま
す
。

椎
葉 

フ
ヂ
エ 

様
（
鹿
児
島
県
）

○
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
丁
寧
に
ご
あ
い
さ
つ
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
広
報
し
い
ば
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
楽

し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
ね
。
が
ん
ば
っ
て
作
成
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本

年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
梅
吉
）

広報しいばに届いた
お便りをご紹介します！

投稿

第
16
回
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ま

つ
り（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
）

参
加
者
募
集
！

　

近
づ
い
て
く
る
春
を
感
じ
な
が
ら
、
椎

葉
街
道
を
自
分
の
ペ
ー
ス
で
ゆ
っ
く
り
歩

い
て
み
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
期
日　

３
月
17
日（
日
）

■
時
間

　

受　

付　
　
　
　

８
時
30
分
〜

　

開
会
式　
　
　
　

８
時
45
分
〜

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ　

９
時
〜
12
時

　

※
コ
ー
ス  

全
長
５
キ
ロ

　

閉
会
式　
　
　
　

12
時
〜

　

昼　

食　
　
　
　

12
時
15
分
〜

※
昼
食
は
豚
汁
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

※
小
雨
決
行
。
荒
天
時
は
、
村
体
育
館

で
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
し
ま
す
。

※
参
加
賞
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
会　

場

　

椎
葉
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
参
加
費

　

５
０
０
円（
未
就
学
児
以
上
）

■
申
込
期
限

　

２
月
28
日（
木
）

　

※
子
ど
も
の
み
の
参
加
は
不
可

■
問
い
合
わ
せ
先

　

椎
葉
村
教
育
委
員
会

　

☎
０
９
８
２（
67
）２
８
５
０

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
８
１

宮
崎
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

２
０
１
３
開
催
！

　

本
大
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
種
目
を

通
じ
た
競
技
会
を
開
催
し
、
高
齢
者
の
生

き
が
い
や
健
康
づ
く
り
、
地
域
間
の
交
流

を
図
り
な
が
ら
長
寿
社
会
づ
く
り
を
推
進

す
る
も
の
で
す
。
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
期
日

　

５
月
19
日（
日
）

　

※
ゴ
ル
フ
競
技
は
20
日（
月
）

■
申
込
期
間

　

２
月
28
日（
木
）

　

※
当
日
消
印
有
効

■
年
齢
基
準

　

県
内
在
住
の
60
歳
以
上

※
昭
和
28
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人

■
参
加
費　

５
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　

宮
崎
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
０
９
８
５（
31
）９
６
３
０

　

役
場 

福
祉
保
健
課 

福
祉
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
９
８
２（
68
）７
５
１
２

　

無
料
☎
７（
68
）７
５
１
２
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広報しいばの感想、要望、
何でも結構です。
裏面にご記入ください。
皆さまからのお便りを
お待ちしています！

（
点
線
に
沿
っ
て
切
り
取
り
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
官
製
は
が
き
可
）



感想、要望などお書きください。
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BOOK  CORNER

2013（H25）２月号 Public Relations of  SHIIBA 1�

５
日　

予
防
接
種（
三
混
）

６
日　

２
歳
・
２
歳
６
ヶ
月
児

　
　
　
　

歯
科
健
診

12
日　

行
政
相
談（
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

予
防
接
種（
Ｍ
Ｒ
）

　
　
　

村
議
会
定
例
会（
〜
21
日
）

16
日　

中
学
校
卒
業
式

19
日　

妊
婦
相
談

　
　
　

乳
児
健
診

　
　
　

予
防
接
種（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
ポ
リ
オ
）

20
日　

春
分
の
日

23
日　

小
学
校
卒
業
式

24
日　

松
尾
中
学
校
閉
校
式

26
日　

小
中
学
校
修
了
式

３
月
の
主
な
行
事

図書室だより
■問い合わせ先
　椎葉村教育委員会
　　☎67−2850
無料☎767−0081（0082）

　

体
調
が
悪
い
と
き
、心
が
落
ち
込
ん

で
い
る
と
き
、
仕
事
が
う
ま
く
い
か

な
い
思
考
の
と
き
、
人
間
の
体
の
状

態
に
ひ
と
つ
の
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
体
も
心
も
ガ
チ
ガ
チ
に
凝

り
固
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
本
書

で
は
、
高
岡
先
生
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
ゆ

る
体
操
」
で
簡
単
に
正
し
く
体
を
ゆ

る
め
る
方
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

『
ゆ
る
美
人
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

【
出
版
社
】
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
出
版

（
著
）
高
岡 

英
夫

　

と
て
も
寒
い
日
に
裏
の
池
に
行
っ

て
み
る
と
、
か
ち
ん
こ
ち
ん
の
池
と

一
緒
に
ア
ヒ
ル
が
凍
り
つ
い
て
い

た
。ア
ヒ
ル
の
名
前
は
か
い
ち
ゃ
ん
。

夜
遅
く
ま
で
星
を
み
て
い
た
ら
、
池

と
い
っ
し
ょ
に
凍
り
つ
い
て
し
ま
っ

た
ら
し
い･･･

。子
ど
も
と
い
っ
し
ょ

に
大
人
も
楽
し
め
る
絵
本
。

戸
籍
だ
よ
り
（
12
月
届
出
分
）

出
生　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　

尾
前 

明
日
香 

ち
ゃ
ん

（
尾
前
上
）
智
一
・
真
理
子 

さ
ん

死
亡　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

椎
葉 

滿
雄 

様
（
92
歳
）

　
　
　
　

大
河
内
（
丸　

野
）

　

椎
葉 
秀
則 

様
（
向
山
日
当
下
）

　
　
　
　
（
故 

椎
葉 

一 

様
）

　

大
畑 
強 
様
（
丸　

野
）

　
　
　
　
（
故 

椎
葉 

滿
雄 

様
）

　

甲
斐 

武
利 

様
（
雨　

木
）

　
　
　
　
（
故 
甲
斐 

俊
光 

様
）

　

右
田 

浩
市 

様
（
本　

郷
）

（
故 

右
田 
常
光 
様
）

　

甲
斐 

希
典 

様
（
尾
手
納
）

（
故 

甲
斐 

フ
ノ 
様
）

　

那
須 

亭
則 

様
（
狩　

底
）

（
故 

那
須 

君
代 

様
）

　

菊
池 

利
子 

様
（
上
椎
葉
）

　

※
日
本
赤
十
字
社
に
寄
付

　

寿
豊
会
グ
ル
ー
プ 

様
（
上
椎
葉
）

　

那
須 

サ
ク
エ 

様
（
間
柏
原
）

香
典
返
し

（
12
月
分
）
故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

『バムとケロのさむいあさ』
【出版社】文溪堂　（著）島田 ゆか

一
般
寄
付
大
事
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す



ビ
シ
ッ
と
き
ま
っ
た
ス
ー
ツ
を
着
た
男
性
と

華
や
か
な
着
物
姿
の
女
性
が
集
ま
る
成
人
式

▼
今
年
の
成
人
者
は
私
が
役
場
で
働
き
出
し

た
時
に
小
学
１
年
生
だ
っ
た
み
た
い
で
す

▼
み
ん
な
大
人
に
な
っ
た
な
ぁ
と
い
う
感
動

と
そ
れ
だ
け
自
分
が
年
を
と
っ
た
と
い
う
驚

き
▼
ま
だ
ま
だ
若
い
と
周
り
は
お
だ
て
て
く

れ
ま
す
が（
笑
）
▼
気
持
ち
は
若
く
、
行
動
は

年
相
応
に
が
ん
ば
ろ
う
と
思
い
ま
す
。（
梅
吉
）

編
集
後
記

E
d

ito
r's C

o
m

m
en

t

今月の表紙  Cover Message
　

私
の
住
ん
で
い
る
大
河
内
地
区

か
ら
役
場
ま
で
は
約
22
キ
ロ
。
ひ

と
山
越
え
て
の
出
勤
で
す
。
約

40
分
の
道
の
り
で
見
る
こ
と
が
で

き
る
景
色
は
そ
の
季
節
に
よ
っ
て

様
々
な
顔
を
し
て
い
ま
す
。
春
に

は
山
桜
が
咲
き
誇
り
、
夏
に
は
緑

が
生
い
茂
り
、
秋
に
は
紅
葉
、
冬

は
表
紙
の
雲
海
や
雪
景
色
。
四
季

折
々
の
景
色
を
普
段
は
当
た
り
前

の
よ
う
に
見
て
通
勤
し
て
い
ま
す

が
、
実
は
も
の
す
ご
く
贅
沢
な
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

３
月
３
日（
日
）、
日
本
一
早
い
！
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
第
28
回
「
諸
塚
山

山
開
き
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
標
高

１
，３
４
２
メ
ー
ト
ル
、
古
く
か
ら
神
山

と
し
て
崇
め
ら
れ
た
山
で
す
。
諸
塚
の
村

名
は
こ
の
山
か
ら
き
て
い
ま
す
。

　

国
道
５
０
３
号
を
飯
干
峠
に
む
か
い
、

飯
干
緑
地
広
場
が
メ
イ
ン
会
場
で
す
。
毎

年
、
約
１
，０
０
０
人
の
参
加
者
で
に
ぎ

わ
い
、
諸
塚
村
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
の

一
つ
で
す
。

　

先
着
順
に
記
念
木
製
ペ
ナ
ン
ト
を
進

呈
、
甘
酒
の
無
料
配
布
や
特
産
品
の
販
売

な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

平
成
25
年
３
月
３
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
か
ら
受
付
開
始

■
場
所　

諸
塚
山 

飯
干
緑
地
広
場

諸　

塚　

村

日
向
東
臼
杵
情
報

と
な
り
村
に
行
こ
う
よ
！

『
諸
塚
山
山
開
き
』

■問い合わせ先
　諸塚村観光協会
　☎０９８２−６５−０１７８

『
四
季
折
々
の
景
色
』
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《
特
選
》

初
参
り
鈴
の
音
清
く
願
ひ
ご
と	

那
須　

瑞
穂

［
評
］
お
元
日
。
朝
早
く
起
き
て
家
族
と
共
に
初
詣
に
出
か
け
る
。
今
月
の
他
の
瑞
穂

句
を
見
れ
ば
解
る
け
れ
ど
、
家
長
た
る
瑞
穂
氏
が
先
頭
に
た
っ
て
神
鈴
を
高
く

鳴
ら
し
た
の
だ
。
子
や
孫
達
が
今
年
も
元
気
を
賜
る
よ
う
に
と
神
前
に
礼
を
す

る
作
者
の
顔
が
ひ
き
し
ま
っ
て
い
る
事
が
よ
く
解
る
。

二
人
き
り
酌
む
酒
の
燗
大
晦
日	

中
瀬　

汀

［
評
］
前
掲
句
と
比
べ
る
と
二
人
き
り
の
静
か
な
大
晦
日
の
風
景
。
今
年
は
、
孫
達
が

成
長
し
、
ひ
と
つ
の
家
庭
を
持
っ
て
い
て
、
宮
崎
に
は
帰
ら
な
い
と
言
っ
て
き

た
。寂
し
い
け
れ
ど
致
し
方
な
い
。奥
さ
ん
も
空
気
を
察
し
て
酒
の
燗
を
つ
け
る
。

こ
の
句
も
痛
い
ほ
ど
解
る
。

忘
れ
字
の
多
く
な
り
た
る
初
日
記	

那
須　

正

［
評
］
字
を
よ
く
忘
れ
る
と
い
う
事
は
、
歳
を
取
っ
た
と
い
う
証
拠
と
、
あ
ま
り
字
を
書

か
な
く
な
っ
た
せ
い
で
あ
ろ
う
。
私
の
事
を
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
胸
が
ど
き
っ
。

憂
鬱
と
い
う
二
文
字
が
書
け
る
か
ど
う
か
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
に
し
て
。
と
も
あ
れ
、
正

さ
ん
の
初
日
記
の
、こ
れ
か
ら
の
余
白
に
、神
佛
の
お
加
護
が
ご
ざ
い
ま
す
よ
う
に
。

《
佳
作
》

清
ら
か
に
ラ
ッ
パ
揃
い
て
出
初
式

黒
木　

八
重
子

山
里
の
ど
ん
こ
千
切
り
て
鍋
料
る

小
丸
川　

隆

選
評
・
角　

光
雄 

先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

俳
句
募
集
＝
ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課
へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。（
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

椎葉小学校６年生の作品
《
佳
作
》

ブ
ル
ブ
ル
と
寒
さ
に
た
え
て
春
を
待
つ　

植
村 

亮
介　

 

ス
ト
ー
ブ
は
ぽ
か
ぽ
か
天
国
最
高
だ　
　

椎
葉 

幸
神

ス
ト
ー
ブ
は
冬
の
大
事
な
必
じ
ゅ
品　
　

桑
原 

一
平　

 

春
を
待
つ
青
い
つ
ぼ
み
に
雪
が
降
る　

檜
山 

裕
一
郎

春
を
待
つ
桜
の
つ
ぼ
み
開
き
そ
う　
　
　

椎
葉 

知
大　

 

家
の
前
し
も
が
お
り
て
る
雪
み
た
い　
　

井
手 

天
音

《
特
選
》

く
ま
さ
ん
は
穴
に
も
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　おつるちゃんは、１月１０日に日向警察署がイオン日向店で行っ
た「１１０番の日」広報活動に参加して、お買い物で来店された人
に防犯意識向上の啓発チラシや粗品などを配ってきました。
　警察の人の見回りや各地域での防犯意識が高い椎葉村では、大きな事
件・事故は発生していませんが、これから先もずっと安全・安心な、住
みよい椎葉村であってほしいなと願うおつるちゃんでした。

椎葉をアピール〜観光宣伝活動記〜

おつるちゃんが行く！ 11
facebook「フェイスブック」を始め
ました！
イベント情報や私のまわりの出来事
などを掲載しています。私のページ
で「いいね！」をクリックしてくだ
さいね。大好きな椎葉の皆さんの「い
いね！」を待っています！
facebookページ：
fb.com/otsuruchan.shiiba

１１０番の日をＰＲの巻

▲店頭で活動中です！ ▲子どもに人気のおつるちゃん！▲女性警察官と一緒に！

フェイス！
Face 
in  February

　昨年３月に帰ってきました。４月からホウレンソウ、
ブロッコリー農家を始めました。夏場出荷のブロッコ
リーの栽培を目指して、これからもがんばって行きたい
と思います。よろしくお願いします。
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　食肉目イタチ科の哺乳類で本州、四国、九州の里山
に広く分布します。ムジナ、ササグマとも呼ばれます。
見た目が似ているタヌキとは、目の周りの模様がうっ
すらと頭まで達し、耳が小さく目立たないという違い
があります。しかし、タヌキをムジナと呼ぶ地域も
あり、混同されることもよくあります。太い前足と丈
夫な爪を持ち、名前のとおり穴を掘るのが得意です。
複数の出口を持つ巣穴を掘ります。穴を掘らないタ
ヌキは使っていない巣穴の一部を利用することがあ
ります。これが「同じ穴のムジナ」という言葉の由
来であるとも言われています。鼻先を中心に穴を掘っ
て餌を探すため、お椀状の食痕を残します。古くか
らタヌキ鍋と称される料理は、臭みの強いタヌキの
肉ではなく、アナグマの肉を用いるとされています。
椎葉でも肉を食用にするだけでなく、脂を火傷や切り
傷の薬としたり、毛皮を敷皮としたりして利用して
きました。（九州大学演習林　山内　康平・榎木　勉）

ニホンアナグマ
24椎葉の生き物

わんぱくでいつも元気なエイトマン☆見かけた
ら声をかけてくださいね！
優しくて、強いお兄ちゃんになってね♡
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平成22年3月26日生まれ

未来にはばたけ！


